
4-3-2 マウント・ポイントの作成（Linux）
続いて、マウント・ポイントを作成します。マウント・ポイントとは、

Oracleソフトウェアまたはデータベースをインストールするためのディレ

クトリです。

既に存在している/usrもしくは/home配下を利用することも１つの方法

ですが、Oracleソフトウェアおよびデータベースの格納のため、ディレク

トリすべてを占有してしまいますので、/（ルートディレクトリ）配下に新

規で作成することをおすすめめします。基本的には複数のマウント・ポイ

ントが必要で、ソフトウェアのマウント・ポイントで850MB以上、デー

タベースのマウント・ポイントで450MB以上の領域★があることが条件と

なります。

■ 操作手順
新規ディレクトリを/（ルートディレクトリ）に作成します。ソフトウェ

アのマウント・ポイントを/u01、データベースのマウント・ポイントを

/u02とします。

このままですと、所有者がrootのため、使用権限の問題があります。所

有者をoracleユーザーに変更して、関連ディレクトリに実行権限を与えま

しょう。
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# mkdir /u01 /u02

# chown -R oracle:oinstall /u01 /u02

# chmod 755 /u01 /u02

新規ディレクトリを作成s

★データベースのマウント・
ポイントで……
マウント・ポイント/u02には

データベースのデータが格納され

るので、実際にはかなりの領域を

確保していく必要がある。450

MBはあくまでも最少領域。
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